
会
　
報

昭
和
三
七
年
度
史
学
研
究
会
大
会

　
蝋
一
月
　
日
（
木
）
・
二
臼
（
金
）

　
　
第
一
臼
見
学
会
は
、
柴
田
実
理
事
の
懇
切
な
解

　
　
説
の
も
と
、
大
津
｛
尽
祉
に
は
じ
ま
り
、
聞
香
楽
宮

　
　
駈
・
恭
仁
京
祉
を
巡
眠
し
た
。
折
よ
く
好
天
に
め

　
　
ぐ
ま
れ
、
柴
宿
楽
宮
肚
で
は
持
参
の
弁
当
を
謝

　
　
く
な
ど
、
参
会
春
一
岡
和
気
露
々
の
う
ち
に
宮

　
　
坑
を
巡
圓
し
、
古
京
境
に
対
す
る
認
識
を
新
た

　
　
に
し
た
。
な
お
途
中
滋
賀
県
立
信
楽
二
業
試
験

　
　
所
ま
た
恭
仁
宮
山
近
傍
の
恭
仁
小
学
校
郷
土
室

　
　
（
出
土
品
を
保
管
・
陳
列
）
を
児
斑
し
た
。
第

　
　
二
日
総
会
及
び
大
会
は
午
後
一
時
よ
り
京
都
大

　
　
学
楽
友
会
館
に
お
い
て
開
催
し
た
。
総
会
は
宮

　
　
崎
市
定
理
事
長
の
挨
拶
に
つ
い
で
、
織
田
武
雄

　
　
常
任
理
事
よ
り
会
計
・
会
務
の
報
告
が
あ
り
、
さ

　
　
ら
に
本
誌
四
五
巻
鷲
密
万
所
報
の
通
り
の
本
会
の

　
　
改
組
の
経
緯
に
つ
い
て
説
明
が
行
な
わ
れ
た
。

　
　
公
庫
講
演
は
、
東
北
大
学
教
授
伊
東
信
雄
氏
、

　
　
京
都
大
学
教
授
中
原
与
茂
九
郎
氏
に
よ
り
、
次

　
　
の
演
題
・
要
旨
で
行
な
わ
れ
た
。

東
北
の
古
代
交
化
（
ス
ラ
イ
ド
三
二
）
　
　
　
　
　
　
太
宰
府
と
同
じ
く
朝
堂
院
式
の
建
物
を
有
す
る
政
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
信
雄
氏
　
　
で
あ
っ
た
こ
と
を
題
し
て
い
る
。
多
賀
城
の
造
當
は

〔
要
旨
〕
東
北
地
方
が
ひ
ら
け
た
の
は
大
化
以
後
、
　
養
老
、
神
亀
の
頃
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
瓦
は
多

こ
と
に
撤
示
良
時
代
以
後
に
行
わ
れ
た
日
本
国
家
の
｛
果
　
賀
城
附
近
で
焼
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
多
賀
城
の

北
経
営
の
結
果
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
は
蝦
夷
の
す
　
北
、
三
〇
1
四
〇
キ
ロ
に
あ
っ
た
玉
造
榴
、
瓢
田
棚

む
農
耕
以
前
の
社
会
で
あ
っ
た
と
見
る
の
が
、
こ
れ
　
附
近
で
焼
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
瓦
窯
鮭
の
一

ま
で
の
歴
史
の
常
識
で
あ
る
。
し
か
し
考
古
学
的
に
．
　
っ
で
あ
る
遠
田
郡
虚
脱
町
木
戸
瓦
窯
祉
か
ら
は

見
る
と
こ
の
訳
補
は
変
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
新
田
）
轟
轟
村
郷
他
辺
里
長

　
奈
良
蒔
代
の
国
家
の
支
障
圏
内
の
東
北
洋
綴
を
も
　
　
　
　
　
二
百
長
　
丈
部
砦
人

つ
と
も
よ
く
代
表
す
る
も
の
に
多
賀
城
が
あ
げ
ら
れ
　

の
箆
掌
側
あ
る
平
瓦
が
発
見
さ
れ
て
い
て
、
郷
建
制
が

る
。
多
賀
城
助
の
発
掘
調
査
は
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
　
当
時
の
臼
本
の
最
北
端
で
あ
る
新
田
郡
に
ま
で
行
わ

お
り
、
昨
年
と
本
年
で
そ
の
附
属
寺
院
で
あ
っ
た
多
・
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
地
方

賀
城
廃
寺
（
高
崎
廃
寺
）
の
規
模
を
明
ら
か
に
す
る
　
に
は
大
き
な
前
方
後
円
墳
が
あ
っ
て
、
奈
良
朝
以
前

こ
と
が
繊
来
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
金
堂
、
塔
、
講
堂
、
　
か
ら
ひ
ら
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

僧
坊
、
中
門
、
鐘
楼
、
経
楼
、
東
倉
、
西
倉
な
ど
を
　
　
そ
れ
よ
り
も
北
方
の
奈
良
時
代
に
は
化
外
の
地
と

そ
な
え
た
本
絡
酌
な
寺
院
で
、
そ
の
伽
藍
醗
澱
は
法
　
見
ら
れ
て
い
た
地
方
の
文
化
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

起
寺
式
の
金
堂
を
葉
向
き
に
し
た
も
の
で
、
陸
奥
照
　
暑
手
・
県
申
部
に
は
経
一
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
小
円
墳

分
寺
が
南
大
門
、
中
門
、
金
堂
、
講
堂
、
僧
坊
を
南
　
か
ら
な
る
古
墳
群
が
餐
所
に
あ
る
。
こ
の
中
に
和
銅

北
線
上
に
お
き
、
金
歯
の
東
に
塔
を
醗
し
た
天
平
様
　
際
称
を
出
す
も
の
が
あ
っ
て
、
奈
良
時
代
の
も
の
で

式
で
あ
る
の
に
対
し
て
白
鳳
様
式
で
あ
る
。
太
宰
府
　
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
積
石
石
室
の
様
式
は

の
観
世
音
寺
が
こ
れ
と
嗣
じ
削
概
を
も
っ
て
い
た
ら
　
こ
の
地
方
特
有
で
あ
る
か
ら
、
楽
良
晦
代
の
こ
の
地

し
い
コ
附
属
寺
院
ば
か
り
で
な
く
、
多
賀
城
の
内
傷
　
方
人
、
す
な
わ
ち
蝦
夷
の
の
こ
し
た
も
の
と
見
ら
れ

の
ブ
ラ
ン
と
太
宰
府
…
都
府
…
楼
の
ブ
ラ
ン
は
ほ
ぼ
長
じ
　
る
。
そ
の
認
葬
贔
に
は
蕨
…
手
刀
、
鉄
鐡
…
、
鉄
斧
、
鉄

で
あ
ヴ
て
、
多
賀
城
が
辺
境
の
兵
営
と
い
う
よ
り
は
、
　
鍬
、
鉄
轡
、
勾
玉
、
ガ
ラ
ス
玉
な
ど
が
あ
っ
て
、
奈
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良
時
代
の
二
の
地
方
の
蝦
夷
は
す
で
に
鉄
器
々
使
環

し
、
農
耕
を
行
い
、
騎
焉
の
風
を
有
し
、
勾
玉
、
ガ

ラ
ス
玉
な
ど
の
装
身
具
を
身
に
つ
け
、
死
者
の
た
め

に
小
さ
な
高
塚
墳
墓
を
鴬
む
と
い
う
よ
う
に
古
墳
時

代
末
期
の
臼
本
人
と
ち
が
わ
ぬ
生
活
を
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
蝦
夷
の
二
化
は
日
本
入
の
交

化
と
本
質
的
に
違
う
も
の
で
億
な
く
、
一
歩
お
く
れ

て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
稲
作
農
業
の
瀾
始

は
こ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
古
く
、
弥
生
式
中
期
末
の

、
十
…
器
で
籾
痕
の
あ
る
土
器
が
青
森
県
に
ま
で
発
見
さ

れ
て
い
る
、
こ
の
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
稲
作
農

業
の
発
達
の
上
に
奈
良
時
代
の
磁
化
が
展
開
し
て
行

く
の
で
あ
る
。

　
東
北
で
稲
作
農
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
普
通
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
蝦
夷
征
伐

の
結
果
で
は
な
く
、
逆
に
蝦
夷
の
三
二
生
甕
力
の
向

上
が
、
田
本
当
家
の
蝦
夷
征
伐
を
惹
起
し
た
の
で
あ

る
。
　
（
伊
東
信
雄
）

霧
代
西
ア
ジ
ア
史
研
究
の
現
状

　
　
　
ー
ー
T
・
ヤ
コ
ブ
セ
ン
　
『
古
代
メ
ソ
ぷ
タ
ミ

　
　
　
ァ
の
政
治
的
発
展
』
を
読
ん
で
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
原
与
茂
九
郎
氏

　
　
　
（
中
原
氏
の
講
演
の
内
容
は
、
近
く
論
文
と
し

　
　
て
本
誌
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。
）

＋
工
月
例
会

　
十
二
蝿
一
日
（
士
）
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
於
京
都
大
学
陳
列
館
第
二
教
室

　
　
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
・
ロ
ー
マ
時
代
の
ア
ラ
ブ
の
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
　
誠

　
　
一
九
六
一
年
一
月
、
エ
ジ
プ
ト
・
カ
イ
ロ
大
学

　
　
に
勲
記
厳
’
さ
、
肌
、
　
禍
九
山
ハ
甲
山
六
月
細
雪
隔
糊
さ
れ
旗
弔

　
　
水
端
氏
を
逸
え
、
氏
が
研
鐙
の
余
畷
を
利
用
し

　
　
て
六
芸
ヰ
秋
ヨ
ル
ダ
ン
・
シ
リ
ア
・
レ
パ
ノ
ソ

　
　
を
旅
行
し
た
際
に
見
学
さ
れ
た
、
同
地
の
ヘ
レ

　
　
ニ
ズ
ム
・
ロ
ー
マ
時
代
の
遺
跡
に
つ
い
て
の
話

　
　
を
鞠
い
た
。

日
本
学
衛
会
議
の
爆
挙
結
果

　
さ
き
に
行
か
陥
わ
れ
た
日
太
・
学
術
A
獄
議
第
｛
ハ
一
期
の
ム
獄

　
員
選
挙
に
さ
い
し
、
本
会
で
は
第
｛
．
部
全
圃
藤
巻

　
補
潜
と
し
て
井
上
知
混
3
5
氏
を
、
同
じ
く
近
級
地
方

　
匿
候
補
者
と
し
て
貝
塚
茂
樹
氏
を
推
薦
し
て
お
り

　
評
し
た
が
、
両
氏
と
も
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
両
氏

　
の
瓢
選
を
、
心
か
ら
お
よ
ろ
こ
び
し
て
、
こ
こ
に

　
お
知
ら
せ
い
た
し
窪
す
。

委
員
の
交
代

　
本
会
委
艮
横
山
裕
男
氏
は
、
昭
和
ヨ
十
七
年
十
二

　
月
三
十
一
臼
を
以
て
辞
任
し
、
代
っ
て
小
野
寺
郁

　
夫
氏
が
委
嘱
さ
れ
た
。

学
界
消
息

読
史
会

昭
和
三
十
七
年
度
秋
季
大
会

　
十
　
月
三
目
（
祝
）
午
前
九
時
～
午
後
五
臨

　
於
、
京
大
文
学
部
第
七
教
室

　
田
租
捌
試
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
木
　
　
充

　
十
・
十
一
世
紀
の
「
魯
」
に
つ
い
て
　
河
膏
　
能
平

　
修
多
羅
宗
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
田
村
　
三
孝

　
歌
麿
の
大
首
絵
に
つ
い
て
　
　
　
高
尾
　
一
彦

　
歴
史
叙
述
に
お
け
る
倒
叙
法
の
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
田

　
慶
長
・
元
和
期
の
蕪
賀
藩
勲
政
　
　
城
島

　
日
本
軍
隔
主
義
の
階
級
的
基
礎

　
下
関
条
約
の
通
商
関
係
条
項
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
塚

　
鶴
外
の
歴
史
思
想
　
　
　
　
　
　
酒
井

　
山
路
愛
両
の
歴
史
思
想
に
つ
い
て
　
山
岡

　
掘
地
桜
痴
（
源
一
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木

　
遊
部
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
感

　
貯
代
に
於
け
る
妙
見
信
仰
の
一
面
　
中
西

＋
一
月
例
会

正健
祥一

佐
々
木
隆
爾

　
　
　
　
　
　
　
忠
雄

　
　
　
　
　
　
　
桂
二

の
歴
史
思
想
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
詳
進

　
　
　
　
　
　
　
　
重

　
　
　
　
　
　
　
用
康

昭
和
三
十
七
年
十
一
月
十
田
（
土
）
午
後
一
時
よ
り
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於
・
楽
友
会
館

　
岸
俊
男
「
近
江
剛
志
河
郡
の
計
帳
に
つ
い
て
」

十
二
月
例
会

　
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
八
日
午
後
一
時
よ
り

　
於
・
楽
友
会
館

　
上
横
手
雅
敬
「
追
加
法
に
つ
い
て
」

東
洋
史
談
話
会

昭
和
蕊
十
七
年
度
大
会

　
十
一
月
三
日
（
祝
）
午
前
九
時
～
午
後
五
時

　
　
　
　
　
於
　
京
都
大
学
人
交
科
学
研
究
所
講
堂

　
鞄
氏
義
荘
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
近
藤
　
秀
樹

　
宋
初
河
北
路
産
塩
の
禁
擁
さ
れ
な
か
っ
た
蘂
情
に

　
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　

．
　
　
河
原
　
曲
郎

　
日
出
貿
易
と
日
太
↑
商
船
の
海
外
　
進
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
克
巳

道
教
の
応
報
説
の
展
麗
に
関
す
る
一
就
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
丹
　
観
膜

　
櫨
玄
一
慧
遠
の
礼
教
問
題
　
　
　
　
島
田
　
慶
次

　
ア
フ
ガ
ニ
入
タ
ソ
の
言
語
政
策
と
そ
の
実
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
藤
　
　
臆

　
エ
ジ
プ
ト
に
於
け
る
近
代
税
制
確
立
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
岡
　
三
益

　
偲
瞭
の
文
化
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
信
広

笹
蟹
燕
の
権
力
構
造

漢
代
の
詔
書
と
律
令
と
の
関
係

瀧
ハ
代
の
里
荊
と
唐
代
の
響
胴

準
用
　
道
雄

大
庭
　
　
脩

宮
崎
　
市
定

京
大
東
洋
吏
大
学
院
会
例
会

　
十
月
二
十
六
臼
　
　

於
東
洋
史
研
究
室

　
　
周
藤
ぎ
之
著
『
宋
代
経
済
史
研
究
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
　
靖
彦

　
十
一
月
置
礒
　
　
　
　
　
　
於
　
東
洋
史
研
究
室

　
　
『
東
洋
史
研
究
』
一
二
一
二
　
合
評
会

　
十
二
月
十
九
日
　
　
　
　
　
於
　
陳
列
館
会
議
室

　
　
辛
亥
革
命
と
農
民
階
級
　
　
　
狭
間
直
樹

　
　
　
五
世
紀
初
頭
の
累
O
σ
q
び
慾
冨
貯
雷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
野
　
英
二

　
　
史
通
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
稲
…
葉
　
一
郎

西
洋
史
読
書
会

第
黛
十
團
西
洋
史
読
書
会
秋
季
大
会

　
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
三
日

　
於
京
大
楽
友
金
館

ア
テ
ネ
の
税
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
衣
笠

「
ル
ー
シ
問
題
」
解
明
の
た
め
に
　
　
木
崎

《
o
び
き
鮭
舞
δ
》

　
　
一
出
O
ヨ
B
ρ
σ
Q
の
の
一
起
源
一
森

良

山守洋

イ
ギ
リ
ス
鞭
堪
命
と
地
主
帰
制
・
そ
の
思
無
心
史
的
研
究

　
　
　
」
・
ハ
リ
ソ
ト
ツ
の
「
農
地
法
」
を
め
ぐ

　
　
っ
て
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅
田

フ
ラ
ン
ス
“
堪
ム
㎎
と
一
ロ
シ
ア
人
　
　
　
凶
太
・

℃
㌶
葺
ρ
鉱
O
⇒
○
ノ
・
O
諺
O
o
吋
の
役
割
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水

歴
史
的
認
識
の
価
値
性

　
　
ー
ガ
ー
ル
・

　
　
ヒ
・
マ
イ
ネ
ッ
ケ
ー
ー
　
　
　
　
西
山

ス
ペ
イ
ン
内
乱
と
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
干
渉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤

歴
史
的
説
明
と
科
学
的
説
明
　
　
　
　
神
都

歴
史
に
お
け
る
系
統
発
生
と
欄
体
発
生

　
　
一
1
西
欧
鮒
史
観
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
鍋

政
治
と
譲
参
縦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
写
礁

人
文
地
理
学
会

　
第
四
八
睡
例
象

　
九
月
二
十
二
無
午
後
二
時
　
於

　
適
正
農
村
の
抽
出
方
法

　
　
　
　
奈
良
盆
地
の
場
合
1

俊哲
朗司

ラ
ソ
プ
レ
ヒ
ト
と
フ
リ
ー
ド
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
勤
二

ア
フ
リ
カ
よ
り
帰
り
て

瑚

郎孝

つ
の
解
釈
と
応
用
一

　
　
　
　
　
　
輝
彦

　
　
　
　
　
　
雄
次

奈
良
女
子
大
学

鱒
松
静
江
・
野
村
京
子

　
　
　
　
岸
谷
純
一
郎
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
都
市
地
理
学
の
動
向

　
　
一
特
に
計
髭
的
方
法
の
適
用
に
つ
い
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
肥
友
三
郎

人
交
地
理
学
会
一
九
六
二
年
度
大
会

　
十
一
月
三
・
四
臼
於
立
命
館
大
学
経
営
学
部

　
大
都
市
の
青
果
物
入
荷
圏
　
　
　
　
坂
本
　
英
夫

　
鳥
取
照
海
岸
砂
丘
（
砂
浜
）
地
帯
に
お
け
る
桑
園

　
衰
退
の
地
域
構
造
　
　
　
　
　
　
　
大
迫
　
輝
通

　
簸
煩
平
野
に
お
け
る
乾
田
化
と
土
地
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
　
幹
雄

　
伊
豆
農
村
の
農
業
形
態
に
関
す
る
若
干
の
試
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
清
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
井
　
淳
…

　
瀬
戸
内
延
縄
漁
村
二
つ
の
場
合
　
　
獅
宅
　
　
勇

豊
中
術
に
お
け
る
都
市
化
現
象

　
一
昭
和
三
六
年
度
町
別
人
口
統
計
及
び
農
地

　
　
転
用
曲
夏
芝
を
中
心
と
し
て
の
若
干
の
分
析
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
達
郎

　
賞
物
運
賃
の
地
理
的
性
格
　
　
　
　
木
村
　
辰
男

　
銅
製
錬
工
業
に
お
け
る
立
地
条
件
の
変
遷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窪
田
哲
三
郎

会
津
丸
物
木
地
業
一
発
展
と
製
造
工
程
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
　
章

　
中
京
地
域
の
中
小
綿
紡
績
業
の
地
位
と
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
　
明
子

フ
ラ
ン
ス
山
地
酪
農
に
お
け
る
諺
ξ
9
α
Q
窃
の
衰
退

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
　
照
敏

台
湾
の
米
作
農
業
　
一
研
究
の
反
省
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
龍
次
郎

幕
末
・
明
治
初
期
に
お
け
る
村
落
規
摸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
澄
　
　
元

地
名
学
と
地
図
学
と
の
あ
い
だ

　
1
地
名
問
題
の
基
本
的
命
題
i
i
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
恋
一
鄭

仁
徳
帝
の
治
河
と
そ
の
職
嵐
跡
附
近
の
地
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
中
　
友
次

長
岡
京
の
左
京
に
つ
い
て
　
　
　
　
中
山
　
修
一

死
亡
率
の
〃
冬
季
集
中
”
に
関
す
る
歴
史
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
籾
山
　
政
子

臼
本
の
屋
根
型
と
分
布
に
関
す
る
｛
つ
の
考
察

　
一
長
薯
型
と
廿
里
型
の
分
布
の
神
癒
聞
に
つ
い

　
て
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
甚
次
郎

石
見
高
原
に
お
け
る
小
作
慣
行
と
地
域
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉
　
徳
爾

社
会
的
基
体
と
し
て
の
沖
縄
村
落
に
お
け
る
社
会

的
制
度
物

　
！
ー
ー
沖
縄
本
島
羽
地
村
真
喜
匿
の
場
含
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
一
　
　
　
　
羨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
弓
邦
　
　
　
　
雀

淀
川
下
流
地
域
入
文
河
澱
誌

　
一
段
蔵
の
実
態
調
査
ー
ー
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
秀
雄
・
中
井
稔

笠
澱
田
地
・
木
津
川
上
流
流
域
の
山
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
倒
　
和
夫

び
わ
湖
沿
岸
に
お
け
る
工
業
の
発
達
と
地
域
的
類

型
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
畑
二
年
生

長
浜
市
に
お
け
る
工
業
と
背
域
農
村
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
憲
治

共
同
研
究
門
東
北
の
歴
史
地
理
調
査
し

調
査
の
経
過

　
一
東
北
古
代
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
謙
二
郎

三
豊
と
郡
家
　
　
　
　
　
　
足
利
健
亮

遺
跡
・
萱
葺
か
ら
み
た
東
北
の
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薄
雪
　
彦
｝

東
北
の
条
塁
一
そ
の
北
隈
と
地
割
形
態
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
原
　
公
徳

東
北
に
お
け
る
宵
代
行
政
区
画
の
戸
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
　
畠
之

東
北
に
お
け
る
手
工
業
の
髭
生
と
現
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
村
　
睦
男

東
北
に
お
け
る
綿
業
お
よ
び
綿
製
品
流
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浮
華
　
典
良
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東
北
の
焼
畑
農
業
技
術

　
i
北
上
由
地
の
ア
ラ
キ
を
め
ぐ
る
　
・
二
の

　
問
題
i
一
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
高
明

共
同
研
究
「
中
世
の
土
地
…
開
発
と
集
棚
潜
鮫
…
瓶
廻
に
開

す
る
地
理
学
的
研
究
偏

中
世
の
土
地
開
発
と
集
落
構
造

　
－
と
く
に
土
地
關
発
に
関
す
る
イ
ソ
テ
ソ
シ

　
ヴ
調
査
の
結
果
よ
り
一
　
　
　
谷
岡
　
武
雄

中
世
の
海
岸
地
形
と
耕
地

　
　
　
周
防
灘
北
岸
の
場
合
－
　
小
野
　
忠
熈

安
芸
地
方
に
お
け
る
中
世
の
防
禦
酌
集
落
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
部
　
畠
之

湖
東
平
野
の
豪
族
屋
敷
　
　
　
　
　
小
林
　
　
博

中
世
棄
族
屋
鋤
燃
と
静
楓
牝
石
の
関
連
　
　
藤
…
本
　
利
払
但

甲
信
地
方
の
中
世
防
禦
的
集
落

　
i
霊
口
光
寺
平
・
に
お
け
る
地
理
的
分
布
と
土
地

　
開
発
上
の
意
義
に
つ
い
て
一
　
樋
口
　
節
夫

南
関
東
の
戦
圏
大
名
領
に
お
け
る
豪
族
麗
敷
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
利
夫

中
盤
集
落
に
見
ら
れ
る
薪
代
遺
舗

　
　
　
春
日
社
領
摂
津
閣
垂
水
西
牧
の
場
合
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
久
雄

臼
本
考
古
学
協
会

日
本
考
古
学
協
会
昭
和
三
十
七
年
度
大
会

公
開
講
演
　
十
月
二
十
七
日
　
午
後
二
時

　
　
　
　
　
　
　
於
奈
良
学
芸
大
学
大
講
義
室

　
考
宵
学
か
ら
み
た
邪
馬
台
国
　
　
　
胆
嚢
杜
入
氏

　
古
代
史
か
ら
み
た
邪
吊
台
調
　
　
　
井
上
光
貞
氏

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
　
十
月
二
十
八
臼
　
午
右
心
九
時
…
二

十
分
　
　
　
於
奈
良
学
芸
大
学
大
講
義
室

　
主
題
　
二
三
世
紀
に
お
け
る
考
据
学
上
の
諸
問
題

研
究
発
表
　
十
刃
二
十
七
麟
　
午
前
九
時
三
十
分

　
　
　
　
　
十
月
二
十
八
爲
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
於
奈
良
学
芸
大
学
大
講
義
室

研
究
発
表
題
露
と
発
表
者

123456

78910

西
部
日
本
に
お
け
る
前
期
陥
石
器
晴
代
遺
跡
と

「
そ
の
文
化
金
関
華
年
・
繭
盆
蹴
丁
佐
藤
暁
．
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2

愛
媛
県
上
黒
岩
岩
陰
遺
跡
発
児
の
遣
物

　
　
　
　
　
江
坂
継
継
・
岡
本
健
児
・
西
田
栄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3

広
島
嬢
馬
渡
岩
陰
遺
跡
の
第
一
次
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
崎
寿
和
・
潮
見
浩

神
奈
川
県
座
間
町
の
縄
文
時
代
隠
州
鮭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
場
磐
雄
・
寺
村
光
晴

縄
文
晩
期
に
お
け
る
薄
葬
の
新
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
6

　
1
長
野
照
伊
那
市
手
良
蝕
甚
跡
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
茂
樹
・
本
沼
秀
明

北
海
道
落
部
遺
跡
の
調
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7

　
　
　
　
川
村
喜
一
・
桜
井
清
彦
・
杉
山
荘
平

津
島
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
遺
肺
跡
の
調
査
報
告

　
－
特
に
弥
生
交
化
前
期
の
遺
物
に
つ
い
て

　
　
　
　
千
木
義
愚
・
透
藤
義
郎
・
羅
川
　
宏

　
　
　
　
間
壁
忠
彦
・
岡
本
明
郎
・
三
橋
　
護

駿
河
矢
崎
遺
鋳
の
調
査
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
其
一
・
佐
藤
民
雄

埼
玉
県
五
領
遺
跡
第
4
次
調
査
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
杉
原
荘
介
・
大
塚
初
重

　
　
　
　
　
　
　
　
和
学
誠
一
・
金
井
塚
良
一

魏
長
話
入
伝
に
み
え
る
醒
1
4
大
句
珠
」
再
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
威
夫

大
阪
府
池
田
市
茶
臼
山
古
墳
　
　
堅
田
　
　
直

千
葉
県
流
山
町
東
深
井
発
見
の
埴
輪
角
…
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
津
谷
達
勇

日
本
発
見
の
初
期
の
馬
具
　
　
　
小
野
山
　
籔

福
岡
県
飯
塚
市
池
田
横
穴
古
墳
乱
調
杢
概
報

　
　
　
　
　
児
島
隆
人
・
藤
田
等
・
高
島
忠
平

広
島
県
庄
原
斎
本
郷
町
諏
訪
一
号
古
墳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
村
　
豪
章

島
根
県
松
本
第
一
号
古
墳
の
調
査

　
　
　
　
　
由
本
清
・
井
上
猶
介
・
岩
佐
文
子

　
　
　
　
　
池
田
満
雄
・
近
藤
　
正

愛
知
鼠
守
出
衛
松
洞
第
8
号
墳
の
調
査
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181920212223追
加

12345

　
　
　
　
　
　
　
　
久
永
春
男
・
掌
中
　
稔

昭
和
三
十
七
年
度
多
賀
城
廃
寺
跡
の
発
掘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
　
信
雄

小
田
市
市
下
曾
我
遣
跳
第
3
次
発
掘
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
清
之
・
大
脇
直
泰

　
　
　
　
　
　
　
　
周
東
一
也
．
金
子
蛤
彦

庄
内
地
方
に
お
け
る
壁
代
窯
業
露
里
の
調
査
q
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
常
晴
・
坂
詰
秀
一

岡
山
県
倉
敷
市
浅
原
安
養
寺
経
塚
群

　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
解
義
畠
・
間
壁
忠
彦

三
重
県
伊
勢
市
朝
熊
山
経
塚
発
掘
調
査

　
　
　
　
石
濁
茂
作
・
服
部
東
蔵
・
稲
垣
晋
也

尾
張
国
日
間
賀
島
下
海
古
窯
吐
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
崎
　
　
章

6

滋
賀
県
野
洲
郡
野
灘
町
小
篠
原
鋸
鐸
埋
蔵
造
跡

調
査
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
　
正
好

北
海
道
に
お
け
る
土
器
文
化
の
実
年
代
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
場

福
山
布
草
戸
千
軒
町
遣
跡
第
2
次
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上

北
海
道
沙
流
規
流
域
の
考
無
学
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
井

大
阪
府
茨
木
衛
上
寺
出
の
竈
塚

　
　
　
　
水
野
正
好
・
西
谷

佐
渡
長
木
聾
児
の
旧
石
器
　
　
　
本
間

利
夫

正
名

清
彦

　正
本・
間田
　代
嘉克
晴己

委
員
会
だ
よ
り

◇
前
丹
編
集
後
膨
に
て
予
告
し
て
お
き
ま
し
た
よ
う

に
、
四
十
六
巻
よ
り
「
史
林
」
の
編
集
上
に
若
干
の

新
工
夫
を
煽
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
第
一

は
、
　
「
編
集
後
寵
」
欄
を
廃
土
し
て
、
代
っ
て
門
委

員
会
だ
よ
り
」
欄
を
設
け
た
こ
と
で
す
。
そ
の
意
麟

す
る
と
こ
ろ
は
、
従
来
の
編
集
後
記
が
、
い
わ
ば
雑

誌
の
体
裁
上
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
留
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
反
省
し
て
、
　
一
つ
は
事
務
上
の
連
絡
の
場
と
す

る
こ
と
、
今
一
つ
は
、
積
極
的
に
、
委
員
会
と
会
員

各
位
と
の
連
り
を
深
め
よ
う
と
す
る
に
あ
り
ま
す
。

◇
新
工
夫
の
第
二
は
、
　
「
学
界
豚
肉
心
」
欄
を
拡
充
す

る
こ
と
で
す
。
史
学
研
究
会
の
大
会
、
例
会
の
三
審

は
、
研
究
発
表
の
題
目
だ
け
で
な
く
そ
の
内
容
も
要

約
し
て
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
関
係
上
学
会
の
行
事

は
、
可
能
な
限
り
そ
の
範
囲
を
拡
大
し
て
掲
載
す
る

予
定
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
新
資
料
の
発
見
、
調
査
、

あ
る
い
は
遺
跡
の
発
掘
な
ど
、
努
め
て
掲
載
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
「
学
界
消
恩
」
欄
の
拡
充
の

為
に
は
、
ど
う
し
て
も
会
員
各
位
の
ご
協
力
を
得
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
会
と
関
係
の
深
い
学
会
に

つ
い
て
は
、
直
接
案
内
を
差
上
げ
ま
し
た
が
、
本
誌

に
掲
載
さ
る
べ
き
ニ
ュ
ー
ス
は
ど
し
ど
し
お
寄
せ
下

さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
（
宛
先
は

「
史
林
」
編
集
委
員
会
宛
）

◇
な
お
ま
た
、
　
「
執
筆
者
紹
介
扁
は
、
従
来
一
個
所

に
ま
と
め
て
掲
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
号
よ
り
各

論
丈
の
末
尾
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

◇
最
後
に
事
務
上
の
連
絡
と
し
て
、
毎
度
の
こ
と
で

す
が
、
会
費
不
足
の
方
は
よ
ろ
し
く
願
い
あ
げ
ま

す
。
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